
出
前
授
業
“
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
”
の
実
践
報
告 

 
書－３－２

 

―
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
行
う
、
小
学
校
の
総
合
学
習
と
の
連
携
を
図
っ
た 

学
習
指
導
― 

 

千
葉
県
立
○
○
高
等
学
校 

 

○
○ 

○
○
（
芸
術
科
書
道
） 

 

一 

は
じ
め
に 

 

こ
の
度
、
教
科
研
究
員
の
委
嘱
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
年
齢
的
に
は
中
堅
と
い
わ

れ
る
域
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、一
〇
年
目
の
悉
皆
研
修
を
来
年
に
控
え
て
い
る
よ
う
な
、

教
員
と
し
て
浅
薄
な
こ
の
私
に
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
と
悩
ん
だ
。
結
果
、
昨
今
、
小
中

学
校
の
書
写
と
の
連
携
が
問
わ
れ
る
中
、
こ
こ
数
年
書
道
部
の
活
動
を
通
し
て
実
践
し
て

き
た
小
学
生
と
の
交
流
を
よ
り
発
展
的
に
し
、
授
業
生
徒
に
よ
る
出
前
授
業
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
。 

対
象
生
徒
は
書
道
Ⅲ
の
選
択
者
と
し
、
出
前
授
業
を
通
し
て
生
徒
が
自
ら
学
ん
だ
知
識

や
筆
法
を
、
児
童
に
教
え
る
こ
と
で
学
習
の
深
化
が
図
れ
な
い
か
？
ま
た
、
自
ら
の
学
習

成
果
を
教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
併
せ
て
体
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
と

考
え
た
。
更
に
、
地
域
の
文
学
作
品
を
主
体
的
な
構
想
に
基
づ
き
個
性
的
、
創
造
的
な
表

現
を
追
及
さ
せ
な
が
ら
作
品
制
作
に
臨
む
こ
と
で
、
高
等
学
校
書
道
教
育
の
ま
と
め
と
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
願
わ
く
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
書
を
愛
好
し
、
文
化
の
継
承
を
担
う
成
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
助
と
し
た
い
。 

ま
た
、
交
流
す
る
児
童
の
対
象
を
第
六
学
年
と
し
、
普
段
の
教
師
に
よ
る
授
業
と
は
異

な
る
お
姉
さ
ん
達
と
の
授
業
展
開
に
、
親
近
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
正
し
く
」「
形
を
整
え
て
」「
字
配
り
よ
く
」
と
い
う
書
写
の
目

標
に
立
脚
し
、
加
え
て
児
童
た
ち
が
未
経
験
と
思
わ
れ
る
多
種
多
様
な
用
具
・
用
材
を
用

い
筆
文
字
に
関
心
を
寄
せ
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ひ
い
て
は
、
彼
ら
が
将
来
、
高
校

入
学
時
の
芸
術
を
選
択
す
る
際
の
選
択
肢
に
な
れ
ば
…
な
ど
と
考
え
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。 

 
 

 

二 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
（
○
○
小
学
校
と
の
交
流
） 

本
校
は
い
わ
ゆ
る
新
設
校
ラ
ッ
シ
ュ
と
も
い
え
る
昭
和
四
六
年
に
開
校
し
た
。
昭
和
四

〇
年
代
初
頭
は
、
新
日
本
製
鉄
君
津
製
鉄
所
が
開
業

さ
れ
た
関
係
で
、
九
州
か
ら
の
転
居
者
が
激
増
し
、

そ
れ
に
対
応
す
べ
く
○
○
の
台
に
四
つ
の
学
校
が
開

校
さ
れ
た
。
北
方
か
ら
○
○
高
校
・
○
○
小
学
校
・

○
○
中
学
校
・
○
○
○
小
学
校
が
隣
接
し
て
建
て
ら

れ
、
地
域
で
は
「
山
の
上
四
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

○
○
高
校
（
中
央
）
と
隣
接 

す
る
○
○
小
学
校
（
左
上
） 

指
導
者
養
成
講
習
会 

  

本
校
で
は
前
任
の
○
○
○
先
生
（
現
・
○
○
○
高

校
）
の
発
案
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
頃
よ
り
教
師
が

○
○
小
学
校
へ
出
向
き
書
初
め
の
指
導
を
行
っ
て
い

た
。
転
勤
し
た
一
年
目
、
出
前
授
業
を
踏
襲
し
、
一

二
月
の
定
期
考
査
時
の
午
後
を
使
い
、
小
学
三
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
各
学
年
二
時
間
ず
つ
指
導
に
当
た

っ
た
。
○
○
小
学
校
は
各
学
年
と
も
二
ク
ラ
ス
で
編

成
さ
れ
、
概
ね
五
〇
～
六
〇
名
で
あ
る
。
書
写
部
会

に
所
属
す
る
教
員
も
い
る
が
、
各
担
任
に
よ
っ
て
書

写
指
導
の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
普
段

は
机
上
で
書
く
半
紙
が
主
流
で
、
半
切
１
／
４
の
い

わ
ゆ
る
書
初
め
サ
イ
ズ
を
床
で
書
く
こ
と
は
三
年
生

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
執
筆
法
や
姿

勢
を
指
導
す
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し

た
。
ま
た
、
こ
の
紙
を
規
定
の
文
字
数
に
折
る
作
業

に
要
す
る
時
間
な
ど
は
想
定
外
で
あ
っ
た
。
字
形
の

取
り
方
、
運
筆
法
、
名
前
の
入
れ
方
な
ど
二
時
間
で

は
到
底
時
間
の
足
り
る
由
も
な
か
っ
た
。 

赴
任
し
た
て
で
何
も
わ
か
ら
ず
過
ぎ
去
っ
て
い
っ

た
一
年
目
で
あ
っ
た
が
、
隣
接
す
る
小
中
学
校
と
は

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
吹
奏

楽
部
の
主
催
に
よ
る
「
山
の
上
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
二

校
の
小
学
校
の
全
児
童
が
本
校
に
来
校
し
、
約
一
時

間
半
体
育
館
で
音
楽
会
を
楽
し
む
も
の
で
、
既
に
一

〇
回
を
超
え
、
年
の
瀬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。 



二
年
目
、
時
の
書
道
部
員
一
一
名
を
引
率
し
、
出
前
授
業
を
試
み
た
。
事
前
指
導
で
は

各
学
年
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
・
練
習
し
、
時
に
は
部
員
相
互
が
指
導
者
に
、
そ
し
て

児
童
役
に
も
な
っ
て
“
指
導
者
養
成
講
習
会
”
を
実
施
し
た
。
各
学
年
二
時
間
の
計
画
時

間
の
う
ち
、
書
道
部
員
に
よ
る
出
前
授
業
を
各
学
年
と
も
一
時
間
ず
つ
、
都
合
四
時
間
を

二
日
に
分
け
て
実
施
し
た
。
初
め
は
恥
ら
っ
て
い
た
部
員
も
、
無
邪
気
に
語
り
か
け
て
く

る
児
童
に
、
熱
心
に
筆
を
執
り
教
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
私
一
人
で
六
〇
人
を
見
る
に
は

限
界
が
あ
る
が
、
書
道
部
員
を
分
担
し
、
一
人
五
、
六
人
の
児
童
を
担
当
さ
せ
る
と
指
導

効
果
は
自
ず
と
高
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
児
童
か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。
二
度
目
の
引
率

に
当
た
る
平
成
二
〇
年
度
に
は
、
指
導
後
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
全
児
童
か
ら
お

礼
の
手
紙
が
届
け
ら
れ
、
慌
て
て
部
員
の
返
礼
カ
ー
ド
を
書
く
と
い
う
予
期
せ
ぬ
交
流
も

生
ま
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
知
っ

た
部
員
の
中
か
ら
、
小
学
校
の
教
員
と
書
道
の
教
員
に
就
き
た
い
と
い
う
生
徒
が
現
れ
、

現
在
、
大
学
で
夢
の
実
現
に
努
力
を
し
て
い
る
。
こ
の
将
来
の
夢
を
芽
生
え
さ
せ
た
交
流

会
は
、
児
童
・
生
徒
の
相
乗
的
学
習
効
果
が
現
れ
た
成
果
だ
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
三
年
間
の
研
究
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
高
等
学
校
づ
く

り
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校
英
語
コ
ー
ス
の

二
年
生
が
小
中
学
生
に
英
語
の
出
張
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
し
て

本
校
に
関
心
を
寄
せ
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
な
ら
ば

書
道
部
の
生
徒
も
こ
れ
が
で
き
な
い
か
？
と
い
う
の
が
発
想
の
原
点
で
あ
る
。 

 

・
教
わ
っ
た
と
お
り
に
書
い
た
も

の
と
、
最
初
の
授
業
の
一
番
最
初

に
書
い
た
も
の
を
見
比
べ
る
と
、

と
て
も
形
が
よ
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

・
一
回
だ
っ
た
け
ど
、
二
回
指
導

し
て
も
ら
っ
た
っ
て
く
ら
い
教
わ

り
ま
し
た
。 

※
○
○
小
六
年
生
か
ら
の
手
紙 

 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
〇
年
度
版
） 

原
文
の
ま
ま
転
載
途
中
省
略
有  

 
書－３－３

 
 

 

二
年
次
で
は
主
に
篆
書
（
泰
山
刻
石
）・
篆
刻
（
姓
名
印
）・
隷
書
（
木
簡
）・
草
書
（
書

譜
・
十
七
帖
）
等
を
学
習
し
、
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
り
つ
つ
、
学
年
末
の
ま
と
め
と
し

て
の
創
作
学
習
で
、
個
性
的
な
表
現
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

 

三
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
学
習
し
た
書
道
の
知
識
・
用
筆
法
の
深
化
を
図
り
つ
つ
、
総

ま
と
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、隣
接
す
る
小
学
校
へ
出
向
き
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
授
業
内
で
の
作
品
や
、
出
前
授
業
の
一
環
で
仕
上
げ
た
相
互
の
作
品
を
、
公
共
施

設
（
校
外
）
に
展
示
し
、
制
作
す
る
楽
し
み
・
展
示
す
る
喜
び
・
教
え
る
緊
張
感
等
が
味

わ
え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。 

・
中
学
や
高
校
で
も
習
字
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

・
私
も
み
な
さ
ん
の
よ
う
に
う
ま
く
な
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
君
高
に
入
れ
た
ら
書

道
部
に
入
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

・
「
初
雪
の
山
」
（
書
き
初
め
課
題
）
は
漢
字
が
多
く
、
と
て
も
大
変
で
自
信
が
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
書
道
部
の
お
ね
え
さ
ん
が
「
上
手
だ
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
自
分
に
自
信
が
持
て
、
堂
々
と
書
け
ま
し
た
。 

・
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
字
が
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
書
道
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
に
書
道
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
ぼ
く
が
書
き
は
じ
め
の
部
分
に
困
っ
て
い
る
時
に
、
三
年
生
の
人
が
近
寄
っ
て
来
て
一

緒
に
筆
を
持
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
後
は
、
う
ま
く
書
き
は
じ
め
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
書
道
の
事
あ
ま
り
好
き
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
教
え
て
く
れ
た

お
か
げ
か
、
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

  

三 

学
習
計
画 

 

（
一
）
三
年
間
の
学
習
計
画 

一
年
次
に
は
主
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
（
書
写
と
の
関
連
を
も
た
せ
て
）・
楷
書
（
初
唐
の

三
大
家
・
隅
寺
心
経
）・
行
書
（
蘭
亭
序
）・
隷
書
（
曹
全
碑
）・
仮
名
（
高
野
切
）
を
学
習

し
な
が
ら
、
書
道
の
基
本
的
な
用
筆
法
の
習
得
と
、
臨
書
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
い
る
。 

 

（
二
）
三
年
次
の
主
な
年
間
学
習
計
画
（
平
成
二
一
年
度
の
例
） 

 
 

四
月 

 
細
字
に
よ
る
臨
書
（
蘭
亭
序
） 



 
書－３－４

 
五
月 

 

大
筆
に
よ
る
臨
書
（
半
切
・
王
鐸
行
書
帖
） 

 
 

六
月 

 

表
札
原
稿
作
り 

 
 

七
月 

 

表
札
刻
字 

 
 

九
月 

 
出
前
授
業
の
事
前
学
習 

一
〇
月 

 
第
一
回
出
前
授
業 

 
 
 
 
 
 

第
二
回
出
前
授
業 

一
一
月 

 

第
三
回
出
前
授
業 

 
 
 

一
二
月 

 

実
用
書
（
年
賀
状
） 

 
 

一
月 

 

大
筆
に
よ
る
創
作
の
学
習
（
半
切
１
／
４
） 

 

（
三
）
出
前
授
業
の
時
間
配
当 

 
 
 

第
一
回
事
前
学
習 

 

書
写
材
料
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習 

 
 
 
 
 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
写
材
料
の
違
い
に
よ
る
表
現
の
相
違 
 
 
 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
に
よ
る
模
擬
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
師
に
よ
る
模
擬
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

出
前
授
業 

 

多
様
な
筆
や
書
写
材
料
の
違
い
に
よ
る
表
現 

 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

事
後
学
習 

 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き 

 

（
一
時
間
） 

 
 

 

第
二
回
事
前
学
習 

 

大
字
書
の
表
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
前
授
業
時
の
手
順
の
確
認 

 
 
 
 
 
 

 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

出
前
授
業 

 

特
大
筆
に
よ
る
一
字
書
の
体
験 

 
 
 
 
 

 
（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

事
後
学
習 

 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き  
（
一
時
間
） 

 
 

第
三
回
事
前
学
習 

 

書
写
に
基
づ
き
地
域
の
文
学
作
品
の
揮
毫 

 
 

（
二
時
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
に
よ
る
模
擬
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

出
前
授
業 
 

地
域
の
文
学
作
品
へ
の
関
心
と
揮
毫 

 
 
 

 

（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 

事
後
学
習 

 

反
省
・
ま
と
め
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き 

 
 
 

  (

一
時
間) 

  

四 

出
前
授
業
に
お
け
る
指
導
概
要 

（
一
）
平
成
二
一
・
二
二
年
度
の
指
導
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
二
回 

児
童
・
生
徒
と
も
に
、
時
勢
と
も
い
え
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
体
験
さ

 

第
三
回 

小
学
校
の
書
写
、
高
校
の
書
道
の
学
習
内
容
に
即
し
な
が
ら
、
相
互
の
立
場

 

注
① 

○
○
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注
② 

ゴ
シ
ッ
ク
は
二
二
年
度
を
示
す 

以
下
同
様 

※
平
成
二
一
年
度
書
道
Ⅲ
の
授
業
選
択
者
は
九
名
（
女
子
九
名
）
で
あ
る
。 

※
平
成
二
二
年
度
書
道
Ⅲ
の
授
業
選
択
者
は
七
名
（
男
子
一
名
・
女
子
六
名
）
で
あ
る
。 

※
生
徒
の
小
学
校
訪
問
は
、
年
間
三
回
と
し
た
。
設
定
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
回 

児
童
に
は
そ
れ
ま
で
の
書
写
の
概
念
を
離
れ
、
多
様
な
書
写
材
料
を
用
い
る

こ
と
で
興
味
・
関
心
を
抱
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
生
徒
に
は
、
こ
れ
ま

で
書
道
の
授
業
で
学
習
し
て
き
た
用
具
等
を
再
認
識
す
る
機
会
と
し
た
。 

せ
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
書
の
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

で
作
品
制
作
に
臨
む
こ
と
で
、
出
前
授
業
の
ま
と
め
と
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
文
学
作
品
や
歌
を
揮
毫
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
。 

※
一
回
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
一
単
位
あ
た
り
四
五
分
に
、
移
動
・
準
備
・
片
付
け
等

の
時
間
を
加
え
、
生
徒
は
都
合
二
単
位
時
間
（
一
時
間
は
書
道
、
こ
れ
に
連
続
す
る
一
時

間
は
公
欠
扱
い
）
の
訪
問
と
す
る
。 

※
訪
問
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
指
導
を
綿
密
に
行
う
こ
と
と
し
た
。 

※
児
童
に
と
っ
て
は
書
写
の
内
容
を
逸
脱
す
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
多
様
な
表
現
の
一
部

に
“
書
写
の
美
”“
芸
術
的
な
美
”
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
こ
の
た
め
先
生
方
に
は
、
総

合
学
習
の
時
間
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
了
承
い
た
だ
い
た
。 

第
三
回 

第
二
回 

第
一
回 

注 

①  

二
月
二
八
日
～
三
月
四
日

一
一
月
一
九
日 

一
〇
月
二
二
日 

一
〇
月
六
日 

二

一

年

度 

出 

前 

授 

業 

実 

施 

日 

一
月
二
五
日
～
二
八
日

七
月
九
日 

六
月
四
日 

五
月
一
四
日 

二

二

年

度

②

児
童
・
生
徒
に
よ
る
合
同
書
作
展 

特
大
筆
に
よ
る
一
字
書
の
体
験 

地
域
の
文
学
作
品
へ
の
関
心
と
揮
毫 

多
様
な
筆
や
書
写
材
料
に
よ
る
多
彩
な
表
現 

主

な

学

習

内

容 



 
 
 
 
 
 

児
童
の
提
出
作
品
を
鑑
賞
し
、感
想
等
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
記
入
し
、

次
回
の
授
業
で
児
童
に
返
却
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

生
徒
自
身
が
剛
毛
・
柔
毛
、
濃
墨
・
淡
墨
、
滲
ま
な
い
紙
・
滲
む
紙
を
使

用
し
、
異
な
る
趣
を
体
験
さ
せ
た
上
で
児
童
の
感
想
が
導
け
る
よ
う
な
発

問
を
考
え
さ
せ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

児
童
に
授
業
を
す
る
上
で
、
指
導
者
と
し
て
の
言
語
表
現
の
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
た
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
芸
術
的
な
感
受
や
表
現
の
工
夫
】 

 
書－３－５

（
二
）
第
一
回
出
前
授
業
実
施
概
要
（
平
成
二
一
、
二
二
年
度
） 

期 
 

日 
 

平
成
二
一
年
一
〇
月
六
日
（
火
） 

平
成
二
二
年
五
月
一
四
日
（
金
） 

時 
 

限 
 

一
〇
時
三
〇
分
～
一
一
時
一
五
分
（
○
○
小
学
校 

第
三
時
限
目
） 

対 
 

象 
 

六
年
一
組 

二
組
（
四
八
名
） 

各
教
室
に
て
同
時
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
七
名
） 

体
育
館
に
て
合
同
展
開 

学
習
内
容 

 

多
様
な
筆
や
書
写
材
料
に
よ
る
多
彩
な
表
現
。 

学
習
目
標 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
材
料
に
つ
い
て
そ
の
特
性
を
熟
知
す
る
。 

指
導
者
と
し
て
の
立
場
を
意
識
し
、
言
語
表
現
の
工
夫
を
し
な
が
ら
児
童

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
的
確
な
評
価
を
す
る
。 

 
 
 
 
 

自
身
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る
。 

学
習
展
開 

 

導 

入 
 

生
徒
の
自
己
紹
介
。 

事
後
指
導 

 

反
省
事
項
や
改
善
点
、
感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
提
出
す
る
。 

 
 
 
 
 

展 

開 
 

生
徒
に
よ
る
持
参
し
た
用
具
用
材
の
説
明
。 

筆 

剛
毛
・
柔
毛
・
兼
毛
の
短
鋒
・
長
鋒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墨 

濃
墨
・
淡
墨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙 

滲
ま
な
い
紙
・
滲
む
紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
様
な
用
材
・
用
具
で
試
書
し
好
み
の
も
の
を
選
択
。 

好
き
な
漢
字
一
字
を
半
紙
に
揮
毫
。 

 
 
 
 
 

ま
と
め 

 

感
想
を
発
表 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
提
出
。 

評 
 

価 
 

書
写
材
料
の
特
性
を
理
解
で
き
た
か
。 

 
 
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】 

児
童
の
作
品
を
的
確
に
評
価
で
き
て
い
る
か
。 

 
 
 

【
鑑
賞
の
能
力
】 

自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
か
。 

 
 
 
 
 
 

【
関
心
…
】 

事
前
指
導 

 

持
参
す
る
文
房
に
つ
い
て
熟
知
さ
せ
る
。 

 

模
擬
授
業
（
同
級
生
を
相
手
に
出
前
授
業
の
体
験
練
習
） 

 
 

 
 

 

第
一
回
出
前
授
業
風
景 

筆
の
説
明 

 
 
 
 
 

ア
ド
バ
イ
ス 

  
 
 

  

作
品
鑑
賞 

 
   

 
   

 

 

生
徒 

事
後
学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
（
抜
粋
） 

人
に
何
か
を
教
え
る
と
い
う
経
験
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
だ
か 

・
言
葉
を
選
ん
で
話
す
こ
と
を
経
験
で
き
て
良
か
っ
た
。
子
ど
も
の
素
直
な
反
応
に
驚
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

・
問
い
か
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
何
の
反
応
も
な
け
れ
ば
、
お
互
い
に
嫌
な
気
持
ち
に

な
り
、
楽
し
い
授
業
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
こ 



・
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
性
格
を
し
た
違
っ
た
子
が
沢
山
い
た
の
で
、
人
の
性
格
を
読
ん
で
、

相
手
が
楽
し
く
不
快
な
思
い
を
し
な
い
よ
う
に
接
す
る
と
い
う
面
で
自
分
が
接
客
を
す
る

立
場
に
な
っ
た
時
に
生
か
せ
る
と
思
う
。 

 
書－３－６

と
が
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。 

今
回
の
経
験
が
自
分
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
成
果
と
し
て
現
れ
て
く
る
と
思
う
か 

・
伝
え
る
相
手
に
よ
っ
て
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
い
ろ
い
ろ
と
変
え
る
部
分
が
あ
っ

た
。
相
手
に
最
良
の
方
法
を
考
え
て
、
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。（
特
別
支
援
児
童
の

担
当
生
徒
） 

・
○
○
小
学
校
に
行
っ
た
こ
と
で
、
外
の
社
会
の
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
た
の
で
、
接
客
や
説
明
の
と
き
な
ど
に
要
点
が
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と

思
う
。 

・
将
来
、
保
育
士
の
道
を
志
望
し
て
い
る
の
で
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

今
回
の
出
前
授
業
全
体
を
通
し
て
の
感
想
を
ま
と
め
よ
う 

・
進
行
役
と
し
て
児
童
の
前
で
仕
切
っ
て
み
て
、
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
書
道
以
外
の
面
で
も
す
ご
く
良
い
経
験
に
な
っ
た
。
小
学
校
の
先
生
方
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
自
分
自
身
の
自
信
に
も
な
っ
た
。 

・
担
当
児
童
の
名
前
を
覚
え
て
お
い
て
、
紙
や
墨
を
配
る
時
に
「
○
○
君
だ
よ
ね
」
と
確

認
し
て
い
た
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
授
業
内
容
だ
け
で
な
く
何
気
な

い
こ
と
も
喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

超長鋒を用いての揮

 
 

 

淡墨を用いての揮毫 

 

児童にメッセージカード書き 

 
 
 
 
 
 

児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
一
字
書
の
体
験
が
円 

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
手
順
を
周
知
す
る
。 

 

事
前
学
習
と
し
て
、
四
時
間
を
あ
て
文
房
四
宝
の
下
調
べ
か
ら
は
じ
め
た
。
今
ま
で
は

教
わ
る
立
場
で
あ
っ
た
生
徒
が
、
児
童
に
指
導
す
る
立
場
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
学
習

態
度
に
自
ず
と
熱
が
入
っ
た
感
が
し
た
。
中
に
は
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
担

当
す
る
用
具
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
生
徒
も
い
た
。
更
に
、
掲
示
資
料
の
作
成
や
、
教
科

書
の
図
版
を
拡
大
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
で
準
備
し
た
り
と
、
児
童
に
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く

し
よ
う
と
工
夫
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。
中
に
は
前
夜
、
母
親
を
児
童
に
見
立
て

て
模
擬
授
業
を
し
、
本
番
に
備
え
る
生
徒
も
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
生
徒
に
多
種
類
の
筆

の
実
習
や
、
書
写
材
料
の
違
い
に
よ
る
表
現
の
違
い
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
児
童
か
ら

の
感
想
を
導
き
や
す
く
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
こ
は
高
校
生
。
実
際
の
出
前
授
業
が

始
ま
る
と
、
人
前
で
話
す
緊
張
か
ら
当
然
思
う
よ
う
に
展
開
が
で
き
な
い
。
が
、
苦
心
し

な
が
ら
も
最
後
ま
で
努
力
す
る
姿
は
評
価
に
値
し
た
。 

学
習
目
標 

 

特
大
筆
を
用
い
て
一
字
書
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
多
彩
な
表
現
に
つ
い
て

理
解
す
る
。 

※
第
一
回
出
前
授
業
考
察 

生
徒
の
感
想
を
見
る
と
、
建
設
的
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
特
に
自
身
の
進
路
と
の

兼
ね
合
い
で
は
、
偶
然
で
は
あ
る
が
、
保
育
士
を
目
指
す
生
徒
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ

た
。
ま
た
、
接
客
業
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
く
、
今
回
の
出
前
授
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
認
識
し
た
か
の
よ
う
で
、
初
回
と
し
て
は
学
習
目
標
を
ク
リ
ア
ー
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  

（
三
）
第
二
回
出
前
授
業
実
施
概
要 

期 
 

日 
 

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
二
日
（
火
） 

平
成
二
二
年
六
月
四
日
（
金
） 

時 
 

限 
 

一
〇
時
三
〇
分
～
一
一
時
一
五
分
（
○
○
小
学
校 

第
三
時
限
目
） 

対 
 

象 
 

六
年
一
組 

二
組
（
四
八
名
） 

体
育
館
に
て
合
同
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（五
七
名
） 

体
育
館
に
て
合
同
展
開 

学
習
内
容 

 

特
大
筆
に
よ
る
一
字
書
の
体
験
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
児
童
の
作
品
を
的
確
に
評
価
し
、
意
欲
が
湧
く
内

容
で
批
評
を
す
る
。 



 
 
 
 
 
 

児
童
の
提
出
作
品
を
鑑
賞
し
、感
想
等
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
記
入
し
、

次
回
の
授
業
で
児
童
に
返
却
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

墨
の
取
り
扱
い
に
留
意
さ
せ
、
児
童
が
揮
毫
す
る
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛

け
る
。 

 
書－３－７

自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
す
る
。 

学
習
展
開 

 

導 

入 
 

前
時
の
作
品
を
返
却
し
感
想
を
述
べ
る
。 

事
後
指
導 

 

反
省
事
項
や
改
善
点
、
感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
提
出
す
る
。 

 
 
 
 
 

展 

開 
 

一
字
書
の
注
意
事
項
説
明
と
生
徒
に
よ
る
実
演
揮
毫
。 

全
紙
１
／
２
の
方
形
紙
に
前
時
の
漢
字
を
揮
毫
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
淡
墨
を
使
用
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
べ
て
の
児
童
が
体
験
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。 

 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
時
の
揮
毫
作
品
に
つ
い
て
資
料
提
示
と
説
明
。 

評 
 

価 
 

特
大
筆
・
淡
墨
に
よ
る
多
彩
な
表
現
を
理
解
で
き
た
か
。【
芸
術
的
な
…
】 

児
童
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
た
か
。 

 
 

【
関
心
…
】 

児
童
の
作
品
を
的
確
に
評
価
で
き
て
い
る
か
。 

 
 
 
 
 

【
鑑
賞
…
】 

自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
か
。 

 
 
 
 
 
 

【
関
心
…
】 

事
前
指
導 

 

生
徒
に
一
字
書
を
体
験
さ
せ
、
注
意
事
項
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

 特
大
筆
に
よ
る
一
字
書
の
出
前
授
業 

生
徒
に
よ
る
揮
毫
披
露 

 

児
童
に
よ
る
揮
毫
体
験 

 

担
任
に
よ
る
揮
毫
体
験 

 
 

 
 

 
児
童
揮
毫
一
字
書
の
作
品
披
露
（
第
三
回
時
） 

 
 

 

生
徒
事
後
学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容 

（
抜
粋
） 

今
回
の
出
前
授
業
全
体
を
通
し
て
の
感
想
を
ま
と
め
よ
う 

た
。
大
き
な
筆
だ
っ
た
の
で
、
初
め
て
使
う
驚
き
の
反
応
が
と
て
も
よ
く
て
、
こ
の
出
前

授
業
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

・
今
回
は
前
回
よ
り
私
も
児
童
も
慣
れ
て
き
た
の
で
、
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

生
徒
展
示
作
品 

 



 
書－３－８

・
小
学
生
か
ら
の
事
前
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
て
、
一
人
一
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て

授
業
に
望
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
会
っ
て
話
し
て
み
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
り
し
て
…
や
は
り
交
流
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

 

児
童 

事
後
学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容 

出
前
授
業
で
思
っ
た
こ
と
や
感
想
、
お
姉
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
書
い
て
下
さ
い
。 

・
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
自
分
で
や
れ
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思

っ
た
し
、
そ
う
簡
単
に
や
れ
る
機
会
が
な
い
の
で
と
て
も
良
い
経
験
を
し
た
と
思
い
ま
し

た
。 

・
あ
ん
な
に
大
き
な
筆
と
紙
を
使
っ
て
書
い
て
、
す
ご
く
す
っ
き
り
し
た
。
友
達
に
自
慢

し
た
い
く
ら
い
で
す
。 

・
も
っ
と
○
○
高
校
の
お
姉
さ
ん
と
書
道
が
し
た
い
で
す
。
特
に
太
い
筆
で
書
い
た
時
の

お
姉
さ
ん
の
す
が
た
が
す
ご
く
か
っ
こ
良
か
っ
た
で
す
。
次
回
は
最
後
な
の
で
楽
し
み
た

い
で
す
。 

 
 ※

第
二
回
出
前
授
業
考
察 

 

今
、
時
世
と
も
い
え
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
昨
年
春
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
書
を
題
材
と

し
た
高
校
生
青
春
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
、
夏
に
は
映
画
化
、
民
放
で
は
特
大
筆
を
振
る
い

な
が
ら
華
や
か
に
舞
っ
て
い
る
姿
に
喝
采
が
お
く
ら
れ
て
い
る
。
書
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

性
と
の
兼
ね
合
い
が
賛
否
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
数
年
前
ま
で
小
学

生
に
書
道
に
関
係
す
る
用
語
を
尋
ね
て
も
、
ほ
と
ん
ど
無
回
答
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
事
実
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
出
前
授
業
で
は
、
そ
の
認
知

度
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
多
数
の
児
童
が
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
し

て
承
知
し
て
い
た
。
高
校
生
の
話
題
性
で
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
九
〇
年
代
に
親
し
ま
れ

た
「
莫
山
先
生
」、
近
年
で
は
「
相
田
み
つ
お
」
に
次
ぐ
認
知
度
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
導
入
期
に
お
い
て
、
書
へ
の
興
味
・
関
心
を
抱
か
せ
る
啓
蒙
的

な
役
割
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
す
る
と
、
や
は
り
生
徒
・
児
童
と
も
に
、
こ
の
出
前
授
業
が
一
番

印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
想
定
内
の
こ
と
で
あ
る
が
、
中
に
は
人
前
で
書

く
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
「
大
字
書
は
も
う
や
り
た
く
な
い
。」
と
回
答
す
る
児
童
も
数
名
い

た
。
本
時
は
高
校
生
が
サ
ポ
ー
ト
役
に
ま
わ
り
、
担
当
児
童
の
揮
毫
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

さ
せ
た
。
児
童
と
は
約
一
カ
月
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
が
、
初
回
に
比
べ
緊
張
感
は
和
ら

ぎ
、お
互
い
に
生
き
生
き
し
た
目
で
、特
大
筆
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

  

（
四
）
第
三
回
出
前
授
業
実
施
概
要 

期 
 

日 
 

平
成
二
一
年
一
一
月
一
九
日
（
金
） 

平
成
二
二
年
七
月
九
日
（
金
） 

時 
 

限 
 

一
〇
時
三
〇
分
～
一
一
時
一
五
分
（
○
○
小
学
校 

第
三
時
限
目
） 

対 
 

象 
 

六
年
一
組 

二
組
（
四
八
名
） 

 

体
育
館
に
て
合
同
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
七
名
） 

 

体
育
館
に
て
合
同
展
開 

学
習
内
容 

 

地
域
に
関
係
し
た
文
学
作
品
等
へ
の
関
心
と
揮
毫 

 
 
 
 
 

二
一
年
度
は
童
謡
『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』
を
四
八
名
で
分
担
揮
毫 

 
 
 
 
 

二
二
年
度
は
『
○
○
市
民
の
歌
』
を
五
七
人
で
分
担
揮
毫 

学
習
目
標 

 

地
域
の
文
学
作
品
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
理

解
を
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
六
年
国
語
）
に
基
づ
き
、
書
写
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
を
理
解
す
る
。 

 
 
 
 

示
範
時
に
お
い
て
児
童
の
作
品
を
的
確
に
指
導
・
評
価
を
す
る
。 

自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
す
る
。 

学
習
展
開 

 

導 

入 
 

前
時
の
大
字
書
の
優
秀
作
品
を
披
露
す
る 

 
 
 
 
 
 

展 

開 
 

生
徒
の
作
品
（
証
城
寺
の
狸
囃
子
・
○
○
市
民
の
歌
）
を
披

露
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
同
制
作
の
意
図
を
説
明
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
に
よ
る
童
謡
『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』
の
朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
・
生
徒
合
同
の
○
○
市
民
の
歌
の
合
唱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
品
揮
毫
（
生
徒
に
よ
る
担
当
児
童
の
書
写
指
導
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
ザ
イ
ン
展
示
シ
ー
ト
作
成
の
説
明 

ま
と
め 

 

感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入 

評 
 

価 
 

地
域
に
関
係
し
た
文
学
作
品
等
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項

に
つ
い
て
理
解
で
き
た
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
関
心
…
】 



 
 
 
 
 
 

児
童
の
提
出
作
品
を
鑑
賞
し
、
感
想
等
を
ま
と
め
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に

記
入
す
る
。
児
童
が
各
自
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
展
示
シ
ー
ト
に
、
裏
打
ち
し

た
作
品
を
添
付
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

揮
毫
作
品
を
担
当
児
童
数
で
文
節
を
単
位
と
し
て
手
本
を
用
意
（
教
師
）

し
、
生
徒
に
字
形
・
用
筆
を
習
得
さ
せ
る
。 

 
 
 
 
 
 

書
写
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、
児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
れ
た
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
創
造
的
な
表
現
の
技
能
】 

・
保
育
士
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
一
回
、
二
回
と
や
っ
て
い
る
う

ち
に
授
業
が
楽
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

 
書－３－９

児
童
の
作
品
を
的
確
に
評
価
で
き
て
い
る
か
。 

 
 
 
 
 

【
鑑
賞
…
】 

自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
か
。 

 
 
 
 
 
 

【
関
心
…
】 

事
前
指
導 

 
生
徒
自
身
が
地
域
の
文
学
作
品
を
意
図
と
す
る
作
品
に
仕
上
げ
る
。 

事
後
指
導 

 

反
省
事
項
や
感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
提
出
す
る
。 

作
品
展
示
が
終
了
し
た
ら
児
童
に
返
却
す
る
。 

 生
徒
事
後
学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
（
抜
粋
） 

回
を
重
ね
る
毎
に
変
化
し
た
心
情
や
態
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
は 

・
目
線
を
同
じ
高
さ
に
し
て
話
し
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

・
回
が
増
す
ご
と
に
担
当
の
子
ど
も
の
性
格
が
よ
め
て
き
た
の
で
、
こ
の
子
は
ほ
め
て
あ

げ
よ
う
と
か
気
遣
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

・
自
分
の
担
当
の
子
が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
か
わ
い
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

・
だ
ん
だ
ん
楽
し
さ
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。 

・
初
め
は
し
っ
か
り
教
え
ら
れ
る
か
緊
張
し
た
け
ど
、
二
回
目
か
ら
は
ど
う
し
た
ら
わ
か

り
や
す
く
教
え
ら
れ
る
か
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。 

出
前
授
業
を
実
施
す
る
前
と
実
施
後
で
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
る
か 

・
書
道
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ろ
ん
な
特
徴
あ
る
字
を
学
べ
て
す
ご
く
良

い
勉
強
に
な
っ
た
し
、
小
学
生
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
す
ご
く
自
信
に
つ
な
が

っ
た
。 

・
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
小
学
生
を
見
る

目
が
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

・
小
さ
い
子
と
接
す
る
事
が
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
つ
か
め
て

接
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

印
象
に
残
っ
た
児
童
の
言
葉
が
あ
る
か 

・
筆
を
持
っ
て
一
緒
に
書
い
て
教
え
て
あ
げ
た

時
に
「
あ
ぁ
、
こ
う
や
っ
て
書
く
ん
だ
」
と
納

得
し
て
も
ら
え
た
の
が
す
ご
く
う
れ
し
く
て
、

自
分
の
指
導
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

動
し
た
。 

・
今
ま
で
学
ぶ
立
場
で
書
道
を
楽
し
ん
で
い
た

け
ど
、
今
回
の
出
前
授
業
で
教
え
る
立
場
か
ら

の
楽
し
さ
や
苦
労
を
知
り
ま
し
た
。 

・
部
活
で
作
品
書
き
ば
か
り
し
て
い
る
と
大
変

と
い
う
思
い
し
か
な
か
っ
た
け
ど
、
実
際
に
教

え
る
立
場
に
な
っ
て
、
改
め
て
書
道
っ
て
楽
し

い
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。
教
え
る
立
場
に
な

る
の
も
い
い
な
と
思
っ
た
。 

・
太
い
筆
で
墨
を
飛
ば
し
た
り
、
墨
や
筆
、
紙

を
変
え
て
違
っ
た
味
を
出
し
た
り
、
皆
で
一
つ

の
童
謡
を
作
品
に
し
た
り
…
。
書
道
で
も
い
ろ

い
ろ
な
楽
し
み
方
、
味
わ
い
方
が
あ
る
と
い
う 

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
書
道
が
と
て
も

楽
し
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。 

・
書
道
が
前
か
ら
好
き
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
三

回
の
出
前
授
業
で
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

 

生
徒
に
よ
る
書
写
指
導 

 

   

 

   

 

出
前
授
業
を
通
し
て
書
道
の
見
方
や
考
え
方
に

変
化
は
見
ら
れ
た
か 



 
書－３－１

・
児
童
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
で

は
な
く
、
積
極
的
に
自
分
か
ら
行
動
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

習
字
の
授
業
を
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
児
童
が
楽

し
ん
で
書
い
て
い
る
の
を
み
て
、
座
っ
て
書
く
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
出
前
授
業
を
す
る
と

お
習
字
が
親
し
み
や
す
く
な
る
と
思
っ
た
。 

※
一
回
目
（
１
／
９
）（
１
／
７
） 

・
一
回
目
は
自
分
た
ち
で
展
開
を
し
て
い
く
た
め

に
事
前
準
備
、
本
番
共
に
大
変
で
し
た
。
で
も
小

学
生
は
初
め
て
使
う
筆
、
墨
、
紙
を
楽
し
ん
で
く

れ
て
い
た
の
で
す
ご
く
嬉
し
く
思
っ
た
し
、
次
の

授
業
で
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。 

※
二
回
目
（
６
／
９
）（
５
／
７
） 

・
小
学
生
の
新
鮮
で
興
奮
し
た
様
子
が
す
ご
く
印

象
的
な
二
回
目
。
私
自
身
、
あ
れ
だ
け
の
太
い
筆

で
豪
快
に
書
い
た
事
が
な
か
っ
た
。
事
前
授
業
の

中
で
、
自
分
で
体
験
し
た
時
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
小
学
生
も
不
安
な
が
ら
も

声
を
上
げ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
で
二
回
目
が

良
か
っ
た
と
思
う
。 

・
初
め
て
大
き
な
紙
と
筆
を
使
う
時
に
す
ご
く
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
て
、
書
き
終
え
た
後
、
み

ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
て
素
敵
な
授
業
だ
な
と
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

※
三
回
目
（
２
／
９
）（
１
／
７
） 

・
そ
れ
ま
で
は
担
当
児
童
全
員
と
交
流
を
と
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
時
は
一
対
一
で
し
っ
か
り
と
話
す
事
が
で
き
た
。
ま
た
、

一
緒
に
書
き
な
が
ら
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
指
導
前
と
指
導
後
の
成
果
が
わ
か
っ
て
嬉

し
く
感
じ
た
。 

こ
の
経
験
が
将
来
の
自
分
の
進
路
に
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か 

・
将
来
、
接
客
業
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
の
係
わ
り
合
い
を
習
得

で
き
た
と
思
う
。
夢
は
ト
リ
マ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
お
客
さ
ん
に
正
し
い
し
つ
け
の

仕
方
な
ど
を
教
え
る
時
に
、
今
回
の
経
験
が
役
立
つ
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

・
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
大
変
だ
っ
た
分
、
嬉
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
将
来
は
小
学

生
を
対
象
に
栄
養
学
を
教
え
る
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
タ
イ
プ
の
子

が
い
る
集
団
に
、
よ
り
わ
か
る
教
え
方
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

・
人
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
違
い
が
あ
る
中
、
そ
の
性
格
に
合
っ
た
よ
う
に
接
す
る
と
い
う
こ

と
を
学
べ
た
。
将
来
、
美
容
師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
人
と
接
す
る
こ
と
の

難
し
さ
や
、
性
格
を
読
む
と
い
っ
た
面
で
勉
強
に
な
っ
た
。
昔
な
り
た
か
っ
た
保
育
士
も

い
い
な
と
思
え
た
交
流
授
業
と
な
っ
た
。 

・
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
子
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
言
葉
掛
け
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け

た
。
将
来
、
保
育
士
の
道
に
進
み
、
も
っ
と
幅
広
い
年
齢
の
子
と
接
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
け
ど
、
こ
の
出
前
授
業
は
良
い
経
験
に
も
な
っ
た
と
思
う
。 

・
今
回
の
出
前
授
業
で
書
道
の
楽
し
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
将
来
、
直
接
書
道
に
関
わ

る
こ
と
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
書
道
を
続
け
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
高

校
を
卒
業
後
、
一
年
間
文
化
活
動
が
あ
る
の
で
必
ず
書
道
を
選
択
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
今
ま
で
保
育
士
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
、
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
な
く
て
、
正
直
“
夢
”
を
実
現
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
書
道
選
択
で
、

小
学
生
と
触
れ
合
い
話
す
こ
と
で
と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
出
前
授
業
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。 

三
回
の
出
前
授
業
全
体
を
通
し
て
の
感
想
は 

・
今
回
の
出
前
授
業
を
通
し
て
一
番
感
じ
た
こ
と
は
「
書
道
は
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。 

・
初
め
の
頃
の
不
安
や
緊
張
も
子
ど
も
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
、
二
回
目
、
三
回
目
に
は
楽

し
み
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
と
て
も
上
手
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
こ
こ
が

童
謡
『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』 

朗
読 

 

 

作
品
披
露 

 

三
回
の
出
前
授
業
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た 

授
業
は
何
回
目
か
（
二
一
年
度
）（
二
二
年
度
）
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難
し
い
」
と
か
聞
い
て
き
て
く
れ
る
子
も
い
て
、
と
て
も
や
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
貴
重

な
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

・
指
導
後
の
成
果
を
見
る
と
、
自
分
の
教
え
方
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
自
信
が
持
て

た
。 

・
思
っ
て
い
た
よ
り
子
ど
も
達
が
素
直
で
、
一
緒
に
楽
し
め
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
三
回

目
に
は
示
範
を
し
た
り
、
本
当
の
先
生
に
な
っ
た
み
た
い
で
、
自
分
成
長
し
た
な
っ
て
思

っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
き
た
い
で
す
。 

・
少
な
い
時
間
で
し
た
が
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
特
大
筆
を
使
用
し
て
の
一
字
書
や

青
墨
を
使
う
こ
と
な
ど
、
小
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
、
楽
し
ん
で
く
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
授
業
後
に
直
接
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
に
来
て
く
れ
た
時
は
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
小
学
生
に
書
道
を
教
え
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
、
何
度
も
練

習
を
し
ま
し
た
。
失
敗
も
し
た
け
ど
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
教
え
る
立
場
に
な
っ

た
と
き
、
今
回
の
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
高
校
生
の
私
に
と
っ
て
、
も
う
小
学
生
と
触
れ
合
う
機

会
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
出
前
授
業
で
一
緒
に
書
道
を
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
教
え

る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
書
道
の
楽
し
み
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
私
は
小
学
二
年
生
か
ら
書
道
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
「
教
え
る
」
立
場
に

な
っ
て
書
道
を
や
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
本
当
に
戸
惑
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今

ま
で
、
自
分
の
感
覚
で
や
っ
て
い
た
も
の
を
、
他
人
に
口
で
説
明
す
る
こ
と
が
こ
ん
な
に

も
難
し
い
も
の
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
全
然
書
道
の
知
識
が
な
い
私
で
も
、

小
学
生
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
短
時
間
で
上
手
に
な
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
を

見
て
、
本
当
に
良
い
経
験
が
で
き
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
書
道
の
知

識
を
更
に
深
め
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

※
第
三
回
出
前
授
業
考
察 

今
回
で
最
後
と
な
る
出
前
授
業
で
あ
る
。
児
童
に
は
、
皆
で
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
る

と
い
う
目
標
が
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
書
写
指
導
の
示
範
を
す
る
と
い
う
双

方
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
る
最
終
回
で
あ
る
。 

事
前
学
習
の
中
で
は
、
教
師
が
児
童
に
用
意
し
た
手
本
（
地
域
に
関
係
し
た
文
学
作
品

等
）
を
コ
ピ
ー
し
、
ポ
イ
ン
ト
の
把
握
と
示
範
を
す
る
た
め
の
練
習
を
中
心
に
行
っ
た
。

今
回
は
、
担
当
す
る
全
て
の
児
童
の
手
を
取
っ
て
、
運
筆
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
臨
ん
だ
。
初
め
は
躊
躇
し
て
い
た
生
徒
も
、
三
回
目
と
な
る
児
童
と
の
交
流
で
、
す

っ
か
り
打
ち
解
け
た
中
で
書
写
指
導
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。 

第
一
回
の
出
前
授
業
の
時
よ
り
、
担
当
す
る
児
童
を
割
り
振
り
、
三
回
を
通
し
て
交
流

に
あ
た
ら
せ
た
。
狭
義
で
は
一
〇
名
程
度
の
児
童
と
し
か
交
流
が
も
て
な
か
っ
た
と
い
う

事
に
も
な
る
が
、
こ
の
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
生
徒
が
今
回
の
授
業
に
こ
と
の
ほ
か
積
極
的
に
取
り
組

み
、
自
身
の
進
路
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
何
よ
り
、
今
回
の
取

り
組
み
で
「
書
道
が
楽
し
い
」
と
感
じ
て
く
れ
た
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
指
導
者
と

し
て
こ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
喜
び
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果 

三
回
の
授
業
で
ど
の
内
容
が
一
番
楽
し
か
っ
た
か 

一
回
目 

１
４
・
６
％ 

 

二
回
目 

７
４
・
０
％ 

 

三
回
目 

１
１
・
５
％ 

お
習
字
が
以
前
よ
り 

 
 

好
き
に
な
っ
た 

８
４
・
４
％ 

変
わ
ら
な
い 

１
２
・
５
％ 

 

嫌
い
に
な
っ
た 

３
・
１
％ 

○
○
高
校
に
入
学
を 

 

し
た
い 

４
１
・
７
％ 

し
た
く
な
い 

７
・
３
％ 

わ
か
ら
な
い 

５
１
．
０
％ 

今
回
の
展
示
会
場
に
自
分
の
作
品
を 

 

見
に
行
く 

６
４
・
６
％ 

見
に
行
か
な
い 

３
・
１
％ 

わ
か
ら
な
い 

３
２
・
３
％ 

  

五 

生
徒
・
児
童
に
よ
る
校
外
合
同
書
道
展
（
平
成
二
二
年
度
は
二
三
年
一
月
実
施
予
定
） 

会 
 

期 
 

平
成
二
二
年
二
月
二
八
日
～
三
月
四
日 

会 
 

場 
 

○
○
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー 

展
示
作
品 

 

○
○
高
校
生
徒
（
授
業
内
作
品
・
文
学
作
品
・
一
部
一
字
書
） 

○
○
小
児
童 

（
文
学
作
品
・
書
初
め
作
品
・
一
部
一
字
書
） 



児
童
四
八
名
に
よ
る
合
同
作
品 

（
児
童
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
展
示
シ
ー
ト
）

生
徒
九
名
に
よ
る
合
同
作
品
（
折
り
帖
仕
立
て
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

授
業
内
作
品 

王
鐸
行
書
幅 

○
○
小
学
校
と
の
合
同
卒
業
書
作
展
会
場
風
景 

 

授
業
作
品 

表
札 
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六 
今
後
の
課
題 

書
道
部
の
部
員
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
練
習
で
技
術
を
習
得
し
て
い
る
た
め
、
年
末
の

書
初
め
指
導
で
は
細
部
に
わ
た
っ
て
の
指
導
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
年
生
と
は
い

え
授
業
選
択
者
の
力
量
は
自
ず
と
知
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
で
、実
際
に
高
校
生
が
、

小
学
生
に
書
写
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
今

回
の
取
り
組
み
で
は
、
粗
雑
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
小
学
生
は
、
高
校
生
に

と
っ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
媒
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
高
校
生
が
習
得
し
た
知
識
を
、

教
え
る
こ
と
の
実
践
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
、
ま
た
、
書
の
多

角
的
な
楽
し
み
を
味
わ
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
願
わ
く
は

児
童
に
も
書
写
技
術
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
も
ら
い
た
い
。 

昨
年
、
年
度
当
初
に
お
い
て
急
遽
、
教
科
研
究
員
の
委
嘱
を
受
け
た
。
○
○
小
学
校
に

は
既
に
年
間
行
事
予
定
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
快
諾
を
い
た
だ
け

た
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
学
校
間
の
交
流
事
業
や
、
書
初
め
指
導
な
ど
の
布
石
が
あ
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
歩
い
て
い
け
る
距
離
、
地
理
的
な
条
件
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
が
、
今
後
、
荒
削
り
な
面
を
修
正
し
な
が
ら
、
更
に
幅
を
広
げ
て
、
中
学
校

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
展
開
し
て
い
き
た
い
。 

 

書
道
Ⅲ
の
評
価
に
関
し
て
は
、
い
つ
も
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
校
で
は
芸

術
Ⅲ
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
文
系
の
総
合
選
択
（
古
典
講
読
・
数
学
研
究
・
体
育
実
践
・

芸
術
Ⅲ
・
英
語
Ⅱ
）
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
進
学
を
念
頭
に
座
学

を
選
択
す
る
生
徒
が
一
般
的
で
は
あ
る
が
、「
芸
術
が
得
意
だ
か
ら
…
」「
芸
術
関
係
の
大

学
に
進
学
し
た
い
か
ら
…
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
芸
術
Ⅲ
を
選
択
す
る
生
徒
が
多
い
。
い

わ
ゆ
る
「
座
学
が
い
や
だ
か
ら
…
」
と
い
う
消
極
的
な
生
徒
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
人
数
こ
そ
一
桁
で
少
な
い
選
択
者
で
は
あ
る
が
、
統
計
的
に
一
・
二
年
次
に

お
い
て
平
均
点
を
大
き
く
上
回
る
生
徒
達
で
あ
る
。本
校
も
成
績
に
関
す
る
内
規
の
中
で
、

平
均
点
が
六
〇
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
五
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
少
人
数
の
講
座
に
対
す
る
考

慮
は
あ
る
も
の
の
、結
果
的
に
そ
れ
ま
で
の
各
自
の
平
均
点
を
下
回
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ま
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
出
前
授
業
に
関
し
て
も
、
思
う
よ
う
な
評
価
が
で
き

な
い
実
情
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
・
一
八
年
度
教
科
研
究
報
告
書

の
中
で
、
○
○
○
○
先
生
が
御
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
生
徒
の
学
習
到
達
度
が
満
足
な
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
高
く
評
価
を
し
た
い
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
同
様
に
考
え
る
。 

 

七 

ま
と
め 

 

平
成
二
一
年
三
月
、
高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
教
育

内
容
の
主
な
改
善
事
項
と
し
て
「
言
語
活
動
・
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
・
道
徳
教
育
・

体
験
学
習
等
の
充
実
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
新
指
導
要
領
を
受
け
て
、
平

成
二
二
年
三
月
に
は
千
葉
県
県
立
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
編
成
方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の

基
本
事
項
の
中
で
「
各
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
人
間
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
育
成
を

目
指
し
、
言
語
活
動
や
体
験
活
動
の
充
実
に
努
め
、
…
適
切
な
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も

の
と
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

“
今
回
の
出
前
授
業
は
新
学
習
指
導
要
領
を
先
行
し
て
実
施
し
た
。”と
い
え
ば
聞
こ
え

が
い
い
の
だ
が
…
も
ち
ろ
ん
偶
然
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
が
、
大
仰
を
御
容
赦
い
た
だ
き
体

系
付
け
る
と
す
れ
ば
、
今
回
の
体
験
活
動
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
望

ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
助
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。
更
に
、
殺
伐
と
し
た
現
代
社
会
の
中
で
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
、
社
会
観

や
道
徳
観
を
磨
き
、
相
手
の
立
場
を
理
解
で
き
る
思
い
や
り
の
精
神
の
涵
養
に
繋
が
っ
て

く
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
改
訂
さ
れ
た
書
道
の
学
習
指
導
要
領
を
み
る
と
、
各
学

年
の
内
容
の
取
り
扱
い
の
中
で
「
内
容
の
Ｂ
（
鑑
賞
）
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
作
品
に

つ
い
て
互
い
に
批
評
し
合
う
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。」
と
あ
る
。
同
級
生

を
相
手
に
し
た
模
擬
授
業
や
、
児
童
へ
の
示
範
の
経
験
が
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
目
、
批
評

す
る
能
力
と
言
語
能
力
の
育
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
考
え
る
。 

 

先
日
、
進
路
指
導
部
の
職
員
か
ら
、
本
校
に
生
徒
募
集
に
来
た
大
学
職
員
の
話
を
伺
っ

た
。
聴
け
ば
、
そ
の
職
員
が
担
当
し
た
面
接
試
験
に
お
い
て
、
書
道
Ⅲ
を
選
択
し
た
生
徒

が
い
た
と
い
う
。
彼
女
は
自
身
の
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、
出
前
授
業
の
経
験
を
生
か
し

た
職
に
就
き
た
い
と
解
答
し
、
高
い
評
価
を
得
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
結
果
は
合
格
で
あ

っ
た
。
今
回
の
出
前
授
業
で
は
、
実
施
に
至
る
ま
で
に
費
や
し
た
時
間
は
少
な
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
生
徒
の
取
り
組
む
姿
や
、
児
童
の
喜
ぶ
姿
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
を
見
る

と
、
決
し
て
徒
労
に
帰
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
感
じ
た
。 

今
回
“
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
”
と
い
う
研
究
主
題
を
設
定
し
た
。
生
徒
は
一
様
に

教
え
る
こ
と
に
苦
し
み
・
悩
み
、
そ
し
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
楽
し
さ
と
達
成
感
を
味
わ

え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
経
験
が
、
彼
等
の
将
来
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
と
信
じ
、
ひ
い
て
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


